
(別紙 1)

従業者向 |, 放課後等デイサービス評価表

○ 本評綴表は、放課後等ディサービス:=従事する従業者cなな 事業所の自己評続していただくものです。

「はい」又は「いいえ」のどちらか:cOを記入するとともに、:従業者の視点で、「事業所が工夫していると思う点」や「改善が必要だと思われる点」などに
ついて記入してくだ

さい。

チェック凛E
`ま

ヽヽ 工美していると思う点 ‐改善が必要だと思われる点など

環

境

・

体

鋼

整

備

利用定員が発達支援室等のスベースとの彗係で遭勢であ夕九 〇

2
利用定員やこどもの状態等に楚して、 嚢員の配置重懲適覇である

か 。

〇

生重空麗は、こともにわかりやすくi轟造化された環境 :こなつて tヽる

か。また.事業所の設備等は、障害の特性に応し、ノ(リ アフリー化

や債霧儡暑歌 環境上の配慮が遠切江なされて01るか.

○ 施設内危険箇所はカバーしている。

4
生活空間は、清潔て、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活塾に合わせた空爾となつてしも か。
○

必要に姦 して、こども

―

や場所を使磨することが認めら

経 環境 になつている焼
O 必要蹴 して襲談室を開放している。

業

務

改

善

業務改善を進めるため
―

サイクル 〔雷標設定と銀 り返 り)

に、広ぐ職員が参画しているか。
〇

保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ておつ .そこ
"容
を業務改彗仁つな ,■ている■ .

〇

戦員の意見等を把握する機会を設けて轟り、その内容
―

善に

つなげているか。
〇

第二者 Icょる

一

もヽ.評優舞果を業務改善につなげている

か 。

○

第二者が一か月に一度来所して、業務報告及び改善点を話し合って

いる。

10
職員の資贅の向上を図るために 研修を受講する機会や法人内等て

研修を開催オろ獲会が確 果́されて‐る● .
〇 専任の講師を招いて、研修を受けている。

11 遼ヨ
ー
藝グラムが桐‡ 公表されているか。 〇 本一ムベージ:c掲載 している。

12

磐々のこどもに対してアセスメン トを通爆に行い、こどもと保護者

の二十ズや課題を客議釣に分析 した上で、渡課後等デイサービス計

画を作成してしヽるか。

○

■年に‐―口.保護者と個別面談を実施_し .課題、改善点を話し合つ

いる。

13

波譲後等デイサービス計藝を作三する毎 :こ 13.短重発達更媛管理責

任者たけでなく、こともの支援に関わる民議員が共通理解の下で、こ

ど

“

豪善の型益を考慮

…

われてしヽるか。

○

放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿つた支援

が:イテ1,オ 1てし,るか .
○

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々

―

なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により:確認しているか。

〇

放課後等デイサービス計画には、政課後等デイサービスカイ ドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び 番地域支援
・地域連携」のならい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が通切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

○

17 活塾プ巳グラムの二塞言をチームで行つてtるか。 ○ 管理者.自発管が中心となつてフログラムを立案してtヽる.

18 活動プログ却 置定化しないよう工美して藝るか。 〇
サッカー療育だけてはなく、ビジョントレー=ングも取り

入れてバ

ターン化しないように工夫している。

19
こともの状況に応して、懇島活動と集団活動を通宣組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し.支援な行われているたヽ ,
〇

集重活動の時間に力を入れている分、自由時間には伸て,謗びと遊ん

で

もらつている。

20

支援開始前には議員間で必ず打合せを行鉾、その日行われる支援の

内容や役議分窪について確認し、チームで連携して支援を行つてい

るか。

C′ 役割分担1表があり.職員は確認をして業務にあたつている.

遺

切

な

支

援

の

提

供



21
支援終了後には、彗員鷲て必ず

=I合
せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行しヽ、気付いた点等を共有してしヽるか。
〇

支援終了後は打ち合わせをしていなしヽが、翌営業日に前日の振り返

り

をしている.

22
日々の支援に関して記録をこるここを隷底 し、支援の検証

〇

簡易的な記録表を準備して、′」`さなことても記入するよう 1こ し.1議

霊で共有議来るよう :こしてしヽる。

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を簑断し、選機な1見直しを行って与ヽるか。
O

24
放課後等デイサービス芳イ ドラインのI「 4つの基本活動」を複数趣
み合わせて支援を行つているか。

○

25
こともが自己遭蒙Iできるような支援の丁夫がされてしヽろ等、自己決

定をする力を育てるための支援を行つているか。
O

関

係

農

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26
障害児相談支援事業所のサーービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのここ
=め
4,■■よく

`董

棄_t者●う重してもヽるた'.
〇

27 ○

28

学校 との情報共養 値翠霜種 ‐行事予定等の交換、こ

、連絡議整 (選運時の対応 .ト ラフル発生時の連絡 )
を通 切に行 つているか 。

○

29
していた保育所つ幼稚涙、認定ことも日、

`確=理
箱に勢めているか。

〇

土、祝日などは児童雪や公目にいくようにしているが、交流はして

い な い 。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援薩容等の議議を甚供する等して

いるか。

O

31
地域の児童発達支援センターと驀 猟 必要等に応してスー

バーバイズや勤言や研修を受け機 を設けているか 。
O

32
放譲後冤重クラブや児菫麓との交流や、地域の鐘のこどもと活動す

る機会があるか。
〇

33 (毒立支援)協議会等へ穫垣斃に参1認しているか。 O

3●
日項からことも粂 保護者と伝え合しヽ、こども攀 の状況や

課題について共通理露を持つているか。
0

35

家族の級 の向上を国る警点から,数 対して家族支援プGグ
ラム (ベアレント‐トレーニング等)や家族等の参議できる研修の機
会や這報提供等を行ってしヽるか。

○

36
運営規程.支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を
行 つてし1る か .

○ 契約時一通り説明している。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こともや保護者の意

尋の尊重、ここtの最善の為義 者 ,重替 を≧まぇて、こと

もや家族の意向を確認する農会を設 ,すているか。

0

38
騒犠 後琴 イサービス計画」を示しながら支援内容の1説鴫を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
〇

39
家蕨等からの子育ての高み等 :こ対する権談に適切に応 し、面談や必

要な助言こ支援を行 つているか .
〇

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等
`に

よ

り,保護者霧士で交流する機会を最ける等の支援をして藝るか。ま
た.きようだい同士で交流する種

'議

を設ける等の支援をしている

か。

〇

41

ことも

―

らの若情につも`て、対|― を整備するととも

に、こどもや保護1董に躍:知し、苦策があった場合

―

こ

対:応しているか。

○

管理者に上かつてくるように整備して管理者がすく

に

るヽ。

42

定期的に通信等を発行することや Hpや sNs等 を活用すること
活動報要つ行事予定 .

して発信 しているか。

○ 一か月(`一度 .途多寝を
'痣

護者ic配布 している.

43 にヽ十分震意 してtヽるか。 ○
利用者様の置入備聾のフアイルは麗 :こ入れ菫をかけて保管してい

る .

障書のあることもや保護:者この意思の疎通櫛 青報伝達のための配慮

をしているか .
〇

保

護

者

へ

参

説

暁

等

23

地域の像健、医療 〔主治医罐 尭医婁 隆巽場 、障害福祉、保育、

教育等の露係機関と達務して支援を行う樺筆を整えてしヽるか。



○地職吏薇驀 ‐宮を

ているか。

○
アル 等 を策 定 し、職 員や 家 族等 に周 知 す

る と こ

に、発生を量菫した隷 実施して経 か。

襲犯マニュアル、緊急時対応マニニアル、

○(訳P)を 策定するととも〔c、 非常災害の発生に億え、

意農泰 :な議練|を行っているか。

O電薬や予笏接種

〇どちに現 て`、

〇安全管理に必要な研修や訓練、

安全管理が十分裁 中て支援が行ゎれているか。

鎮Pは本一ムベージで公表しているが、周知はしてし`なしヽ.○家族等この連誓言が図られるよう

く取組内容 :こつしヽて、家族
‐等へ潟短しているか 。

○ヒヤ リ八ットを事業 :所内で共有し、再発臨上こ白
けた方策〔̀つし

O虐待を防■[するため.機員の研修機会を確保する等、

してしヽろか。

0
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、

こどもや保護者に事1麓に十分〔説明し了路を
1得.た上で、

て い る か 。

組織的に

非

警
”

時

等

の

対

応
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52
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勢


